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晴天に恵まれた１月11日、中学校区
を中心に市内７会場で、平成21年
上田市成人式が開催されました。新
成人による成人式実行委員会がそれ
ぞれの会場ごとに趣向を凝らした企
画・運営をしました。
今年は1,705人が新成人を迎え、1,350
人が式典に出席。恩師の祝辞や、友
人の言葉に成人としての自覚を深
め、新たな誓いを胸に、大人として
の第一歩を踏み出しました。

平成21年
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●
自
治
基
本
条
例
っ
て
？

　

上
田
市
は
合
併
に
よ
り
新
市
が
誕
生
し
た

こ
と
を
き
っ
か
け
と
し
て
、
自
分
た
ち
の
ま

ち（
地
域
）の
こ
と
は
自
分
た
ち
が
主
体
と

な
っ
て
考
え
、
市
民
と
行
政
が
協
働
し
て
ま

ち
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く「
地
域
内
分

権
」を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
基
本
的
な
約

束
・
ル
ー
ル
を
、
市
民
主
導
で
検
討
し
て
い

た
だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。こ
の
約
束
・

ル
ー
ル
が「
上
田
市
の
自
治
の
基
本
原
則
等

を
定
め
る
条
例（
通
称
：
自
治
基
本
条
例
）」

で
す
。

　

自
治
基
本
条
例
は
行
政
や
議
会
が
ど
の
よ

市
民
の
皆
さ
ん
の
力
で
上
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
た
め
の
、ル
ー
ル
づ
く
り
が
始
ま
っ
て
い
ま
す

う
な
取
り
組
み
を
し
て
い
る
か
を
明
ら
か
に

し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
や
実
践
を
サ

ポ
ー
ト
で
き
る
ル
ー
ル
を
再
確
認
し
、
未
来

へ
向
け
た
姿
勢
を
示
す
こ
と
で
、「
住
民
自

治
」の
実
践
に
寄
与
で
き
る
も
の
で
す
。

　

条
例
を
制
定
す
る
こ
と
に
よ
り
、
住
民
参

画
が
促
進
す
る
と
と
も
に
、
今
後
、
時
代
背

景
が
変
革
し
た
と
し
て
も
、
市
民
の
皆
さ
ん

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
へ
の
参
画
は
担
保
さ
れ

て
い
く
こ
と
と
な
り
、
こ
の
条
例
の
存
在
意

義
が
実
感
で
き
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

●
検
討
委
員
会
を
設
置
し
て

　

こ
の
条
例
は
市
民
の
皆
さ
ん
が
ま
ち
づ
く

り
に
か
か
わ
る
た
め
の
ル
ー
ル
を
定
め
る
も

の
で
す
の
で
、
条
例
制
定
の
プ
ロ
セ
ス
に
は

で
き
る
だ
け
多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
に
ご
参

加
い
た
だ
き
、
一
緒
に
考
え
、
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
変
重
要
で
す
。
市
民
と
行
政
が
今

後
の
上
田
市
の
ま
ち
づ
く
り
を
ど
の
よ
う
に

協
働
し
て
い
く
か
の
ル
ー
ル
づ
く
り
を
検
討

す
る
の
が「
上
田
市
の
自
治
の
基
本
原
則
等

を
定
め
る
条
例
検
討
委
員
会
」で
す
。

　

昨
年
８
月
に
活
動
を
始
め
た
検
討
委
員
会

は
、
ま
ち
づ
く
り
活
動
に
携
わ
っ
て
い
る

市
民
19
名
と
、
自
治
会
連
合
会
、
地
域
協
議

会
、
上
小
防
犯
協
会
か
ら
の
各
１
名
に
公
募

市
民
４
名
を
加
え
た
26
名
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。

●
ル
ー
ル
づ
く
り
は
始
ま
っ
て
い
ま
す

　

こ
れ
ま
で
検
討
委
員
会
で
は
、
丸
子
文
化

会
館
で
開
催
さ
れ
た「
ま
ち
づ
く
り
講
演
会
」

の
講
師
で
あ
る
四
日
市
大
学
の
岩
崎
恭や
す

典の
り

教

授
に
ア
ド
バ
イ
ス
を
い
た
だ
い
た
り
、
長
野

大
学
の
安
井
幸こ
う

次じ

教
授
と
久
保
木
匡き

ょ
う

介す
け

准
教

授
を
講
師
に
迎
え
、
対
話
形
式
で
勉
強
会
を

重
ね
て
き
ま
し
た
。

　

上
田
市
と
類
似
の
状
況
に
あ
り
自
治
基
本

条
例
を
制
定
し
て
い
る
都
市
な
ど
を
ま
と
め

た
も
の
や
、
論
点
項
目
に
対
比
し
た
上
田
市

の
既
存
の
条
例
に
は
ど
の
よ
う
な
も
の
が
あ

る
か
な
ど
の
資
料
、
会
議
の
内
容
を
ま
と
め

た
議
事
録
な
ど
は
、
上
田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の「
上
田
市
の
自
治
の
基
本
原
則
等
を
定
め

る
条
例
」策
定
情
報
か
ら
ご
覧
い
た
だ
け
ま

す
。

　

ま
た
、
公
民
館
や
図
書
館
と
い
っ
た
公
共

施
設
に
は
検
討
委
員
会
の
活
動
を
ま
と
め
た

「
ま
ち
づ
く
り
通
信
」が
置
い
て
あ
り
ま
す
。

「
な
ぜ
条
例
が
必
要
な
の
か
」、「
条
例
が
で

き
た
ら
ど
う
な
る
の
か
」な
ど
を
わ
か
り
や

す
く
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

１
月
か
ら
は
、
い
よ
い
よ
実
際
の
ル
ー
ル

づ
く
り
の
た
め
の
様
々
な
項
目
に
つ
い
て
の

議
論
が
始
ま
り
ま
し
た
。

●あなたも参画しませんか
　今後、開催する勉強会にどなたでも参加できますし、検討委員会の傍聴も可能で
す。また、講演会などの開催も予定していますので、皆さんもぜひご参加ください。
　そして、上田市ホームページの策定情報にある次のボタンをクリックすると、自
動的にご意見入力ページに移動します。
　地域活動やまちづくり活動をしていく
中で感じていることや想い、条例策定
へのご意見、ご要望、盛り込んで欲しい
項目などどの様なことでも構いませんの
で、皆さんの声をぜひお寄せください。

ご意見は
こちらまで

〜
自
治
基
本
条
例
制
定
に
向
け
て
〜

　 まちづくり協働課
　　TEL22・4100（内線1703）

「まちづくり通信」を持つ荻原寿恵委員

第２回検討委員会の様子第
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行政コスト計算書
～行政サービスの状況～

平成19年４月１日～20年３月31日

コスト全体
478億円
［30万円］

人にかかるコスト
101億円［６万円］

21%

物にかかるコスト
149億円［10万円］

31%

移転支出的なコスト
209億円［13万円］

44%

その他のコスト
19億円［１万円］

４%

平成19年度上田市の財政状況
上田市では、市全体の資産や負債の残高がどれだけあるのか、どういうものに経費がかかっているのかを明らかにし、中長
期的な視点から効率的かつ適正な財政運営を進めていくため、企業会計的な手法を取り入れたバランスシートと行政コスト
計算書を作成しています。

バランスシート
～資産や負債の状況～

平成19年度（平成20年３月31日現在）
借　　方 貸　　方

【資金を何に使ったか】 【資金をどこから調達したか】

■資産
①有形固定資産  　2,199億円
　学校、道路、橋、公園など
②投資等   　　　　 144億円
　基金（固定的なもの）、出資金など
③流動資産   　　　 107億円
　現金預金、基金（現金化が容易
なもの）、未収金（税など）

■負債（32%）
（これからの世代が負担）
①固定負債  　　　 727億円
　１年以上の期間をおいて返済す
べき地方債など　　　　　　
②流動負債  　　　 68億円
　１年以内に返済すべき地方債など
負債合計  　　　　 795億円
■正味資産（68%）
（これまでの世代が負担）
①国庫支出金  　　 241億円
②県支出金  　　　 78億円
③一般財源等  　　1,336億円
正味資産合計  　　1,655億円

資産合計　   　　　2,450億円 負債・正味資産合計2,450億円

市民一人あたりのバランスシート
～一般家庭にたとえると～

（人口160,743人：平成20年３月31日現在）
借　　方 貸　　方

【資金を何に使ったか】 【資金をどこから調達したか】

■資産
①有形固定資産  　　137万円
　マイホームや土地など 

②投資等　　　 　　  ９万円
　株や定期預金など　　
③流動資産　　  　  　６万円
　現金や普通預金など

■負債　　　　　　 49万円
　マイホームのローン残高など

■正味資産　　　　 103万円
　資産形成のために使った自己資金

資産合計　　　　  　152万円 負債・正味資産合計   152万円

バランスシートは、民間企業の「貸借対照表」にあたるもので、市が保有する資産の内容とその資産を保有するために調達した
資金の内訳を一覧表で示したものです。左側が資産の運用形態を表したものです。右側が資金の調達先を表し、負債（返す義
務のある資本）と正味資産（返す義務のない資本）で構成されています。
上田市には、学校、道路、橋、公園などの有形固定資産と基金や現金預金などを合わせた資産が2,450億円あり、今後負担し
なければならない借金や退職給与引当金など、負債が795億円あることがわかります。
別の見方をすれば、現在の資産は、今後負担すべき負債795億円（32%）と、国・県からの補助金や税金など、返済の必要のな
い正味資産1,655億円（68%）とで形成されていると言えます。
これを、市民一人あたりの金額に置き換え、一般家庭にたとえると、所有しているマイホームや土地、株や預金、現金などの
資産が152万円あり、マイホームのローン残高などの借金が49万円で、資産額から負債額を引いた正味資産103万円は、資産
形成にあたって自分で用意した自己資金ということになります。

バランスシート（財産や借金の状況）

 行政コスト計算書（行政サービスにかかった費用）
一方、行政コスト計算書は民間企業の「損益計算書」にあたる
もので、人的サービスや給付サービスなど、資産形成につな
がらない行政サービスを提供するために、どのくらい経費（コ
スト）がかかったか、その経費がどのようなお金で賄われて
いるかを示したものです。
上田市では、職員の人件費などの人にかかるコストに101億
円（市民一人あたり６万円、21%）、施設の維持管理経費や
減価償却費などの物にかかるコストに149億円（同10万円、
31%）、補助金や扶助費（給付サービス）などの移転支出的な
コストに209億円（同13万円、44%）、借入金の利息や災害復
旧費などのその他のコストに19億円（同１万円、４%）かかっ
ていることがわかります。

収入485億円［30万円］
・使用料、手数料など…… 36億円［２万円］
・国県支出金……………… 54億円［３万円］
・一般財源（地方税、地方交付税など）
　　　　　　　　　 …… 395億円［25万円］

●詳しくは上田市ホームページをご覧ください。
　 財政課　TEL23・5113

http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/ht/zaisei/

※［　］内は住民一人あたり

なお、負債については後年度交付税措置が見込まれるため、
措置実質負担額は302億円［19万円］です。
（［　］内は市民一人あたり）
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一
人
ひ
と
り
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
社
会
を
実
現
す
る

「
上
田
市
人
権
施
策
基
本
方
針
」を
策
定
し
ま
し
た

基本方針の全文など詳しい内容は、上田市ホームページでご覧いただけます。
URL：http://www.city.ueda.nagano.jp/hp/ht/danjo/index.html　　 　 人権男女共同参画課　TEL23・5393

　

上
田
市
は
、
す
べ
て
の
人
々
が
お

互
い
の
人
権
を
尊
重
し
合
い
、
心
豊

か
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
希
望
に
満

ち
た
人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
を
目

指
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ほ
ど
、
平
成
19
年
4
月
に
制

定
さ
れ
た「
上
田
市
人
権
尊
重
の
ま

ち
づ
く
り
条
例
」に
基
づ
き
、
あ
ら

ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て

「
上
田
市
人
権
施
策
基
本
方
針
」を
策

定
し
ま
し
た
。
人
権
意
識
の
高
揚
を

図
る
た
め
の
教
育
及
び
啓
発
に
関
す

る
事
業
を
は
じ
め
、
市
政
の
す
べ
て

の
分
野
に
お
い
て
総
合
的
か
つ
計
画

的
な
施
策
を
推
進
す
る
た
め
の
基
本

的
な
方
針
で
す
。

　

こ
の
基
本
方
針
は「
上
田
市
人
権

尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
審
議
会
」に
お

い
て
審
議
を
重
ね
、
市
民
の
皆
さ
ん

か
ら
ご
意
見
、
ご
提
言
を
い
た
だ
き

策
定
し
ま
し
た
。

　

人
権
尊
重
の
ま
ち
づ
く
り
に
向
け

て
、
平
成
20
年
度
か
ら
24
年
度
ま
で

の
5
か
年
計
画
と
し
て
、
市
民
の
皆

さ
ん
と
と
も
に
上
田
市
が
取
り
組
む

べ
き
基
本
理
念
や
基
本
的
な
施
策
で

す
。

国の法律
人権教育及び人権啓発の推進に関する法律

上田市人権尊重のまちづくり条例

国・県の
基本計画等

上田市の
各種個別計画

上田市人権施策基本方針
上田市人権施策基本計画

　施策の総合的な推進を図るための４の基本的施策、８の分野ごとの基本的事項を掲げ、各
部局において施策を計画的に推進し上田市における人権尊重のまちづくりを目指します。

一人ひとりの人権が
尊重される社会を実現する

基本理念

１　人権教育の推進
２　人権啓発の推進
３　相談支援体制の充実
４　環境の整備

基本的
施策

１　女性（男女共同参画意識の確立など）
２　子ども（次代へつなぐ心豊かな自立した人づくりなど）
３　高齢者（高齢者の生きがいづくりの推進など）
４　障がい者（自立支援・人権尊重と社会参加など）
５　同和問題（同和教育・啓発活動などの推進）
６　外国人（コミュニケーションにかかわる支援など）
７　犯罪被害者やその家族（相談体制の充実など）
８　その他の人権問題（プライバシーをめぐる問題など）

分野ごとの
施策の方向
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今年
５/31

が期
限住宅用火災警報器

の設置はもうお済みですか?
　真夜中に寝ている時でも、いち早く火災の発生を知らせてくれる住宅用火災警報器。火災の早期発
見とそれに伴う死傷者数の減少が期待できることから、平成16年に消防法が改正され、一般住宅への
警報器設置が義務付けられました。皆さんのご自宅はもう取り付けが完了しましたか？
　設置期限まであと残りわずか。まだ取り付けがお済みでないお宅は早めに設置しましょう。

Q なぜ設置しなくちゃいけないの？

A 火災時の「逃げ遅れ」を防ぐためです。近年、住宅火災による死者が急
増しており、その原因の半数以上がこの「逃げ遅れ」によるものです。
アメリカでは30年前に設置が義務化され、その普及に伴い住宅火災
による死者数が半減しました。この実績を受け、日本でもすべての住
宅に火災警報器の設置が義務付けられることになったのです。

A 新築住宅はすでに義務化されており、必ず設置していなければいけません。既存住宅
の場合は、今年５月末までに全家庭が設置しなければならないことになっています。

Q いつまでに設置するの？

A 警報器の設置は義務ですが、罰金や罰則などはありません。でも自分や大切な家族の
「命」や「財産」を守るためのものです。罰則で考えることではありません。

Q 設置しないと罰則がある？

A ドライバー１本でだれでも簡単に天井に取り付けることができます。また、警報器を壁に掛けて使用する場
合には、市販のフックなどを利用するといいでしょう。

Q 自分で設置できるものなの？

A 設置が義務付けられているのは寝室です。寝室が２階にある場合は階段にも設置しなければいけません。台
所は設置義務はありませんが取り付けておくと安心です。

Q どこに設置すればいい？

A 警報器には煙を感知するもの、熱を感知するものの２種類があります。基本的に煙感
知式のものを購入してください。ただし、台所の場合は熱感知式のものが有効です。

Q どんなタイプの警報器を買ったらいいの？

A 警報器には、家庭用電源を使用するものと電池式のものがあり、電池式の場合は定
期的に電池交換が必要です。多くの製品は、音や光で交換時期を知らせてくれます。

Q 設置したら、後は放っておいていいの？

A 近所の電器店や防災用品店、ホームセンター、家電量販店などで販売して
います。価格は様々ですが、3,000円～6,000円位で購入することができます。

A 消防職員の名を語って、高額な製品を売りつけるといった悪質な詐欺事例
も発生していますが、消防署では訪問販売やあっせんなどはしていません。
怪しいと思ったら、すぐに最寄りの消防署へ通報してください。

Q 消防署であっせんや販売はしてくれないの？

Q どこに売っていて、いくら位で買える？

　上田地域広域連合消防本部予防課　TEL26・0029

逃げ遅れ
759人（63.9％）着衣着火

68人（5.7％）

出火後再進入
24人（2.0％）

その他
336人（28.3％）

国の規格に適合しているこ
とを示す「NSマーク」の付い
た警報器を購入しましょう。

平成18年の火災データ（総務省）

住宅火災によ
る死者の約６
割が「逃げ 遅
れ」によるもの。

住宅火災による死者数等1,187人

�
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情
報
ぴ
っ
く
・
あ
っ
ぷ

日　時  ３月１日㈰午前10時～午後２時
場　所  上野が丘公民館
定　員  先着35名
参加費  1,000円
申し込み  ２月10日㈫以降に電話で事務局へ。
　上田市国際交流協議会事務局（ 秘書課内）
　　TEL22・3435

料理を通じて国際交流
ブラジル料理教室

　食文化を通じての国際交流、「ブラジル
人による母国料理教室」を開催します。ブ
ラジルの味をレパートリーに加えてみませ
んか。

共通の趣味でもっと仲良くなる
親子で将棋チャレンジ・初級講座

　親子で将棋を始めるきっかけにしませんか。大人だけ、子どもだけの参加も歓迎です。

日　時  ２月22日㈰午後１時30分～３時30分
場　所  上田情報ライブラリーセミナールーム
講　師  竹田貴一氏（上田育将会会長）
定　員  30名
参加費  資料代500円（当日徴収）
持ち物  将棋盤と駒
申し込み  ２月２日㈪以降、電話で上田情報ライブラリーへ。
　上田情報ライブラリー　TEL29・0210

日　時  ２月19日㈭・26日㈭午前10時～正午
場　所  マルチメディア情報センター
内　容  就職の心構え、PC研修（エクセル2003初級）
定　員  先着20名
費　用  3,000円
その他  託児あり（２歳以上）
申し込み  ２月９日㈪以降、電話でマルチメディア情報センターへ。
　マルチメディア情報センター　TEL39・1000　 商工課　TEL23・5395

就職活動に役立てて
再就職支援講座

　上田市では、就職を希望する皆さんに役立つ講座として「若者の就職支援事業」、
「親のための就活セミナー」、「女性の再就職支援講座」などを定期的に開催していま
す。
　今回の「再就職支援講座」は、円滑な再就職支援を図るため、就職活動の心構えや
ポイントなどの講習と仕事に役立つパソコンの実技研修を合わせた２日間の支援講
座です。雇用保険受給中の方は求職活動として認定されます。

昨年のタイ料理教室の様子
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情
報
ぴ
っ
く
・
あ
っ
ぷ

INFORMATION PICK UP

日　時  ３月８日㈰午後２時～３時45分（１時30分開場）
 （講演終了後、著書サイン会あり）
場　所  上田文化会館ホール
定　員  500名
テーマ   「天地人」を語る～直江兼続の義と愛～
講　師  火

ひ

坂
さか

雅
まさ

志
し

氏（NHK大河ドラマ「天地人」原作者）
参加費  無料（事前申し込み不要）
　 文化振興課　TEL23・6361

第３回　シリーズ文化講演会
上田市文化団体連携事業

「うえだの四季」写真コンテスト
秋の部「上田 秋の風物詩」の入賞者を発表します

　シリーズの最後を飾る文化講演会です。現在放送中のNHK
大河ドラマ「天地人」の原作者に、主人公・直江兼続の義と
愛、そして、そのかかわりで描かれている真田幸村につい
て、講演していただきます。ぜひ、ご来場ください。

　「うえだの四季」写真コンテスト・秋の部に多くの作品をご応募いただきありがとうございました。
今回の入賞者を発表します（敬称略）。

受賞作品は、上田市ホームページに掲載しています。
　 商工課　TEL23・5395　 観光課　TEL23・5408

火坂雅志氏

●優秀賞（３名）　続敏男、鳥
とり

川
かわ

由美子、松井淑
よし

廣
ひろ

●入　選（10名）　岩下直
ただし

、小川稔、小野陽
はる

雄
お

、北沢昭
あき

徳
のり

、小松駿
すすむ

、小宮山仁
ひとし

、小福田友
とも

明
あき

　　　　　　　　西澤ミエ子、目黒鉄也、柳澤英
えい

三
ぞう

「小春日和」　続敏男 「収穫の頃
ころ

」　鳥川由美子

「けやき並木邂
かい

逅
こう

」　松井淑廣

情報
INFORM

ATION P
ICK UP

ピックアッ
プ
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情報あ ･ら ･かるとInformation A La Carte

お
知
ら
せ

ご
利
用
く
だ
さ
い
！

中
小
企
業
融
資

　

中
小
企
業
の
円
滑
な
資
金
繰
り
を
支
援

す
る
た
め
、
融
資
限
度
額
な
ど
を
拡
大
し

ま
し
た
。

◇
経
営
支
援
資
金　

　

運
転
資
金
３
０
０
０
万
円
ま
で（
１
０

　

０
０
万
円
限
度
額
を
拡
大
し
ま
し
た
）。

こ
の
資
金
に
は
、
融
資
条
件
に
よ
り
利

子
補
給
を
適
用
し
て
い
ま
す
。

◇
中
小
企
業
資
金　

　

運
転
資
金
３
０
０
０
万
円
ま
で（
１
０

　

０
０
万
円
限
度
額
を
拡
大
し
ま
し
た
）。

ま
た
、
返
済
期
間
を
７
年
以
内
に
改
め

２
年
延
長
し
ま
し
た
。

　

両
資
金
と
も
に
２
月
申
し
込
み
分
か
ら

適
用
し
ま
す
。

　

商
工
課　

TEL
23
・
５
３
９
５

住
宅
用
太
陽
光
発
電

シ
ス
テ
ム
に
補
助
金

　

価
格
や
性
能
が
一
定
の
基
準
を
満
た

す
、
住
宅
用
の
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を

設
置
す
る
方
を
対
象
に
補
助
金
を
交
付
し

ま
す
。

◇
国
の
補
助
金

　

住
宅
に
太
陽
光
発
電
シ
ス
テ
ム
を
こ

れ
か
ら
３
月
末
ま
で
に
設
置
す
る
方
を

対
象
に
、
１
kW
あ
た
り
７
万
円〔
上
限

10 

kW
〕の
補
助
金
を
交
付
し
て
い
ま
す
。

申
請
方
法
な
ど
詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ

く
だ
さ
い
。

　

長
野
県
環
境
保
全
協
会　

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
７
・
６
６
２
０

◇
上
田
市
の
補
助

　

上
田
市
で
も
太
陽
光
・
太
陽
熱
な
ど
の

新
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
施
設
に
は
補
助

金
が
出
ま
す
。
太
陽
光
発
電
施
設
設
置

に
は
、
１
kW
あ
た
り
２
万
６
０
０
０
円

〔
４
kW
上
限
〕、
太
陽
熱
高
度
利
用
施
設

に
つ
い
て
は
一
律
３
万
円
で
す
。

　

生
活
環
境
課　

TEL
23
・
５
１
２
０

ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
で
の
証
明
書

自
動
交
付
機
の
休
止

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
及
び
自
動
交

付
機（
市
役
所
本
庁
舎
、
丸
子
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
、
上
田
創
造
館
）で
の
住
民
票

及
び
印
鑑
登
録
証
明
書
の
発
行
を
、
シ
ス

テ
ム
点
検
の
た
め
休
止
し
ま
す
。

●
期
日　

２
月
14
日
㈯
・
15
日
㈰

　

市
民
課　
　
　

TEL
23
・
５
３
３
４

　
　

市
民
生
活
課　

TEL
42
・
１
０
５
２

　
　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

　
　

情
報
推
進
課　

TEL
23
・
８
２
４
１

児
童
手
当
受
給
者
の
方
へ

定
期
支
給
が
あ
り
ま
す

　

平
成
20
年
10
月
分
か
ら
21
年
１
月
分
ま

で
の
児
童
手
当
は
、
２
月
10
日
に
振
り
込

み
と
な
り
ま
す
。
通
帳
の
記
帳
に
よ
り
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
児
童
手
当
の
受
給
資
格
が
わ
か

ら
ず
に
申
請
を
し
て
い
な
い
方
や
、
お
子

さ
ん
が
生
ま
れ
た
方
、
上
田
市
へ
転
入

後
、
ま
だ
手
続
き
が
済
ん
で
い
な
い
方
な

ど
は
認
定
請
求
を
し
て
く
だ
さ
い（
公
務

員
の
方
は
勤
務
先
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
）。
保
護
者
の
平
成
19
年
中
の
所
得

額
が
制
限
内
で
あ
れ
ば
、
認
定
請
求
を
し

た
翌
月
分
か
ら
児
童
手
当
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　

子
育
て
・
子
育
ち
支
援
課　

　
　
　
　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
５
１
０
６

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
０
３
９

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

森
林
整
備
業
務
委
託
入
札

（
見
積
）参
加
申
請
受
付

　

平
成
21
・
22
年
度
に
市
が
発
注
す
る
森

林
整
備
業
務
委
託
の
入
札（
見
積
）に
参
加

を
希
望
す
る
方
は
、「
入
札（
見
積
）参
加
資

格
申
請
書
」を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、
実
務
経
験
な
ど
の
資
格
要
件

が
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、１
月
に
受
け
付
け
た
建
設
工
事
・

コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
業
務
に
係
る
入
札
参
加

願
と
は
別
に「
入
札（
見
積
）参
加
資
格
申

請
書
」の
提
出
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

●
有
効
期
間　

平
成
21
年
４
月
１
日
〜
23

年
３
月
31
日

●
受
付
期
間　

２
月
16
日
㈪
〜
27
日
㈮
、

郵
送
の
場
合
は
27
日
㈮
必
着

●
受
付
場
所　

契
約
課（
市
役
所
西
庁
舎

２
階
）

※
募
集
要
項
・
申
請
書
類
な
ど
は
契
約
課

窓
口
で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
上

田
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
印
刷
で
き
ま

す
。

　

契
約
課　

TEL
23
・
５
２
５
７

重
度
障
が
い
の
あ
る
方
に

手
当
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

　

重
度
の
障
が
い
の
あ
る
方
な
ど
の
在
宅

生
活
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
、
該
当
す

る
方
ご
本
人
に
手
当
金
が
支
給
さ
れ
ま
す

（
所
得
の
状
況
な
ど
に
よ
っ
て
は
支
給
さ

れ
な
い
場
合
あ
り
）。

今
月
の
表
紙

　鹿教湯温泉の五台橋で開催されて
いる「氷灯ろう　夢祈願」の点灯が12
月29日から始まりました。観光客や
地元からの参加者が氷の灯ろうに、
長い竹の串で願いを込めて一つひと
つ火をともします。
　夕暮れの文殊堂はオレンジ色のや
わらかな灯りが点々と連なり普段と
は別世界のよう。寒い空気の中にも
心が温まる空間が生まれます。
　氷灯ろう点灯は２月11日までの午
後４時30分から毎日開催されていま
す。無料でどなたでも参加できます
ので、暖かくしてお出かけください。

鹿教湯温泉230個氷灯ろう点灯

お
知
ら
せ

��



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

●
特
別
障
害
者
手
当　

20
歳
以
上
の
方
が

対
象
。
身
体
ま
た
は
精
神
に
常
時
特
別

の
介
護
を
必
要
と
す
る
障
が
い
が
あ
る

方
や
、
認
定
基
準
を
満
た
す
重
度
疾
患

の
あ
る
部
位
が
重
複
し
て
あ
る
方（
施

設
入
所
や
３
か
月
以
上
の
入
院
を
し
て

い
る
方
を
除
く
）に
対
し
て
支
給
。

●
障
害
児
福
祉
手
当

20
歳
未
満
の
方
が

対
象
。
認
定
基
準
を
満
た
す
重
度
の
障

が
い
が
あ
る
方（
施
設
入
所
や
命
令
に

よ
る
入
院
を
し
て
い
る
方
を
除
く
）に

対
し
て
支
給
。

●
支
給
月
額　

特
別
障
害
者
手
当
２
万
６

　

４
４
０
円
、
障
害
児
福
祉
手
当
１
万
４

　

３
８
０
円（
平
成
20
年
度
）

●
請
求
方
法　

申
請
は
随
時
受
け
付
け
て

い
ま
す
の
で
担
当
窓
口
へ
認
定
請
求
を

し
て
く
だ
さ
い
。
ご
案
内
や
必
要
書
類

を
お
渡
し
し
ま
す
。
所
定
の
診
断
書
に

よ
っ
て
審
査
し
認
定
し
ま
す
。

　

福
祉
課　
　
　

TEL
23
・
５
１
５
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
42
・
１
１
１
８

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
72
・
２
２
０
３

　
　

健
康
福
祉
課　

TEL
85
・
２
０
６
７

市
・
県
民
税
の
申
告
を

お
忘
れ
な
く

●
申
告
受
付
期
間　

２
月
16
日
㈪
〜
３
月

16
日
㈪（
土
・
日
曜
日
を
除
く
）

●
場
所　

上
田
市
民
会
館
、
丸
子
・
真
田
・

武
石
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
ほ
か
出
張
会

場

　

例
年
、
障
害
者
控
除
や
社
会
保
険
料
控

除
な
ど
の
申
告
漏
れ
が
あ
り
ま
す
。特
に
、

年
金
受
給
者
の
扶
養
控
除
や
配
偶
者
控
除

な
ど
の
申
告
漏
れ
が
多
い
の
で
、
忘
れ
ず

に
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
各
世
帯
に
お
配
り
し
た「
平

成
21
年
度
市
・
県
民
税
申
告
の
手
引
き
」

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課　

TEL
23
・
５
１
１
５

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
な
ど
を

壊
し
た
ら
必
ず
連
絡
を

　

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
や
標
識
、
縁
石
な
ど
の

道
路
施
設
を
事
故
な
ど
で
壊
し
て
し
ま
っ

た
と
き
は
、
そ
の
ま
ま
放
置
す
る
と
通
行

上
危
険
で
す
の
で
、
必
ず
連
絡
を
お
願
い

し
ま
す
。
管
理
課
及
び
各
地
域
自
治
セ
ン

タ
ー
建
設
課
で
お
受
け
し
ま
す
。

　

管
理
課　

TEL
23
・
５
１
２
５

平
成
20
年
分
所
得
税
の

確
定
申
告
を
し
ま
し
ょ
う

●
確
定
申
告
相
談
・
申
告
書
受
付
期
間　

２
月
16
日
㈪
〜
３
月
16
日
㈪（
土
・
日

曜
日
を
除
く
）

※
確
定
申
告
を
す
れ
ば
市
・
県
民
税
の
申

告
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
。

　

な
お
、
確
定
申
告
の
必
要
が
な
く
て
も

市
・
県
民
税
の
申
告
は
必
要
に
な
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。

●
確
定
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

①
営
業
・
農
業
・
不
動
産
所
得
な
ど
の
所

得
合
計
額
が
各
種
控
除
合
計
額
を
超
え

る
方

②
給
与
の
年
収
が
２
０
０
０
万
円
を
超
え

る
方

③
給
与
所
得
者
で
給
与
と
退
職
所
得
以
外

の
所
得
が
合
計
で
20
万
円
を
超
え
る
方

④
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
が
あ
り
、
給
与

と
退
職
所
得
以
外
の
所
得
と
年
末
調
整

さ
れ
な
か
っ
た
給
与
の
収
入
金
額
が
合

計
で
20
万
円
を
超
え
る
方
な
ど

●
確
定
申
告
を
す
る
と
給
与
や
年
金
な
ど

か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
が
還
付

さ
れ
る
方

①
マ
イ
ホ
ー
ム
を
住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
で
取

得
し
た
場
合
、
②
多
額
の
医
療
費
を
支

払
っ
た
場
合
、
③
災
難
・
盗
難
・
横
領

に
あ
っ
た
場
合
、
④
年
の
途
中
で
退
職

し
再
就
職
し
て
い
な
い
場
合
な
ど
。

●
申
告
に
あ
た
っ
て
の
注
意
点

①
勤
務
先
か
ら
交
付
さ
れ
た
源
泉
徴
収

票（
原
本
）の
添
付
が
必
要
で
す
。
②
控

除
の
種
類
に
応
じ
て
領
収
書
や
証
明
書

な
ど
が
必
要
で
す
。
③
還
付
申
告
を
す

る
場
合
に
は
、
給
与
所
得
や
退
職
所
得

以
外
の
所
得
の
合
計
額
が
20
万
円
以
下

で
あ
っ
て
も
、
そ
れ
ら
全
部
を
含
め
て

計
算
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
④
還

付
金
が
あ
る
場
合
は
、
ご
本
人
名
義
の

預
金
口
座
を
申
告
書
に
お
書
き
く
だ
さ

い
。

●
イ
ー
タ
ッ
ク
ス

　

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の「
確
定
申
告

書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」で
作
成
し
た
申

告
書
は
、
印
刷
し
て
そ
の
ま
ま
提
出
で

き
ま
す
が
、
電
子
申
告「
イ
ー
タ
ッ
ク

ス
」を
利
用
す
る
と
最
高
５
０
０
０
円

の
税
額
控
除
が
受
け
ら
れ
、
添
付
書
類

の
提
出
も
省
略
で
き
、
還
付
金
も
３
週

間
程
度
で
早
期
処
理
さ
れ
ま
す
。

●
個
人
事
業
者
の
消
費
税
、
地
方
消
費
税

　

平
成
20
年
分
の
確
定
申
告
は
、
３
月
31

日
㈫
が
申
告
・
納
付
の
期
限
と
な
っ
て

い
ま
す（
振
替
納
税
を
利
用
す
る
場
合

の
振
替
日
は
４
月
27
日
㈪
で
す
）。

●
税
務
署
で
の
申
告
相
談

　

ご
自
分
で
パ
ソ
コ
ン
を
使
用
し
て
申
告

書
を
作
成
す
る
方
法
で
す
。

※
３
月
16
日
㈪
間
際
は
大
変
混
雑
し
ま
す

の
で
、早
め
の
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

ま
た
、
駐
車
場
の
都
合
に
よ
り
、
お
車

で
の
来
署
は
ご
遠
慮
願
い
ま
す
。

　

上
田
税
務
署　

TEL
22
・
１
２
３
４

住
民
税
の
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

申
告
の
臨
時
窓
口
を
開
設

　

個
人
住
民
税
に
よ
る
住
宅
ロ
ー
ン
控
除

（
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
）を
受
け
る
方

は
、３
月
16
日
ま
で
に
申
告
が
必
要
で
す
。

所
得
税
の
確
定
申
告
を
し
な
い
方
を
対
象

に
臨
時
の
申
告
窓
口
を
開
設
し
ま
す（
２

月
16
日
か
ら
確
定
申
告
す
る
方
は
、
臨
時

窓
口
で
の
申
告
は
で
き
ま
せ
ん
）。

●
日
時　

２
月
15
日
㈰
午
前
９
時
〜
11
時

30
分
と
午
後
１
時
〜
４
時

●
場
所　

上
田
市
民
会
館
２
階
大
会
議
室

●
対
象
者　

平
成
11
〜
18
年
末
ま
で
に
入

居
し
、
所
得
税
か
ら
控
除
し
き
れ
な
い

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
額
が
あ
る
方

●
持
ち
物　

源
泉
徴
収
票（
原
本
）、印
鑑
、

※
住
宅
借
入
金
等
の
年
末
残
高
の
額
を
調

べ
て
か
ら
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

税
務
課　

TEL
23
・
５
１
１
５

お
知
ら
せ

��
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20
歳
に
な
っ
た
ら
忘
れ
ず
に

国
民
年
金
の
加
入
手
続
き
を

　

国
民
年
金
は
、
老
後
の
所
得
保
障
だ
け

で
は
な
く
、
病
気
や
け
が
で
障
が
い
が

残
っ
た
場
合
に
も
年
金
が
支
給
さ
れ
る
、

人
生
の「
万
が
一
」も
サ
ポ
ー
ト
す
る
公
的

制
度
で
す
。

　

20
歳
の
誕
生
月
の
前
月
末
に
は
、
社
会

保
険
事
務
所
か
ら
加
入
に
必
要
な
書
類
が

送
ら
れ
ま
す
の
で
、
加
入
手
続
き
を
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

学
生
で
保
険
料
の
納
付
が
で
き
な
い
場

合
は
、
保
険
料
を
後
払
い
で
き
る「
学
生

納
付
特
例
制
度
」を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
申
請
が
必
要
で
す
。

　

国
保
年
金
課　

TEL
23
・
５
１
１
８

原
付
・
軽
自
動
車
の
廃
車
・

名
変
の
手
続
き
は
お
早
め
に

　

軽
自
動
車
税
は
、
毎
年
４
月
１
日
現
在

で
登
録
し
て
い
る
名
義
人
に
課
税
さ
れ
ま

す（
月
割
課
税
制
度
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、

１
年
分
の
税
金
が
か
か
り
ま
す
）。

　

実
際
に
は
、
廃
棄
、
譲
渡
、
盗
難
な
ど

に
よ
り
車
両
を
所
有
し
て
い
な
い
場
合
で

も
、
廃
車
や
名
義
変
更
の
手
続
き
を
行
わ

な
い
と
現
在
登
録
し
て
い
る
方
に
軽
自
動

車
税
が
課
税
さ
れ
ま
す
の
で
、
早
め
に
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
警
察
に
盗
難
届

を
出
し
て
い
る
場
合
で
も
、
廃
車
手
続
き

は
必
要
で
す
。

※
３
月
下
旬
は
窓
口
が
大
変
混
雑
し
ま

す
。
早
め
に
手
続
き
を
済
ま
せ
ま
し
ょ

う
。

▽
原
付
バ
イ
ク
、
小
型
特
殊
自
動
車
の
手

続
き
／
市
役
所
税
務
課
、
各
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
税
務
担
当
課

▽
四
輪
、
１
２
５
㏄
を
超
え
る
バ
イ
ク
軽

自
動
車
な
ど
の
手
続
き
／
長
野
県
自
家

用
自
動
車
協
会
上
小
支
部（
住
吉
65
番

地
）

　

税
務
課　
　
　

TEL
23
・
５
１
６
９

　
　

市
民
生
活
課　

TEL
42
・
１
０
３
０

　
　

市
民
生
活
課　

TEL
72
・
０
１
５
４

　
　

市
民
生
活
課　

TEL
85
・
２
８
２
７

　
　

長
野
県
自
家
用
自
動
車
協
会
上
小
支

部　
　
　
　
　
　

TEL
23
・
１
８
７
５

３
月
31
日
で
受
付
終
了

特
別
慰
労
品
贈
呈

　

平
和
祈
念
事
業
特
別
基
金
で
は
、
恩
給

欠
格
者
、
戦
後
強
制
抑
留
者
、
引
揚
者
本

人
に
、「
特
別
慰
労
品
」を
贈
呈
し
て
い
ま

す（
遺
族
の
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）。

引
揚
者
は
、
終
戦
の
日
ま
で
引
き
続
き
１

年
以
上
外
地
で
生
活
し
て
い
て
戦
後
引
き

揚
げ
て
き
た
家
族
全
員
が
対
象
で
す
。

　

請
求
書
は
市
役
所
福
祉
課
、
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課
の
窓
口
に
あ
り
ま

す
の
で
未
請
求
の
方
は
、
早
急
に
申
請
し

て
く
だ
さ
い（
請
求
期
限
は
３
月
31
日
㈬

ま
で
で
す
）。

　

な
お
、
資
格
要
件
な
ど
の
質
問
は
、

平
和
記
念
事
業
特
別
基
金（
無
料
電
話
０

１
２
０･

２
３
４
・
９
３
３
）へ
。

　

福
祉
課　

TEL
23
・
５
１
３
０

電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金

水
道
管
の
整
備
し
ま
し
た

　

発
電
施
設
が
所
在
す
る
市
町
村
に
交
付

さ
れ
る「
電
源
立
地
地
域
対
策
交
付
金
」を

活
用
し
、
安
全
・
安
心
な
水
道
水
の
安
定

供
給
に
向
け
て
、
真
田
地
域
大
日
向
地
区

の
老
朽
化
し
た
水
道
管
の
布
設
替
工
事
を

行
い
ま
し
た
。

　

地
域
振
興
課　

TEL
72
・
２
２
０
２

平
成
20
年
度

青
少
年
善
行
表
彰

　

子
ど
も
の
良
い
と
こ
ろ
を
ほ
め
る
運
動

の
一
環
と
し
て「
青
少
年
善
行
表
彰
式
」が

12
月
９
日
㈫
に
市
役
所
で
行
わ
れ
、
今
年

度
は
塩
尻
小
学
校
６
年
の
宮
﨑
茉
菜
美
さ

ん
と
清
明
小
学
校
木
町
町
別
子
ど
も
会
が

受
賞
し
ま
し
た
。
受
賞
対
象
と
な
っ
た
善

行
内
容
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

●
宮
﨑
茉
菜
美
さ
ん　

地
域
で
行
わ
れ
る

あ
ら
ゆ
る
行
事
に
積
極
的
に
参
加
し
て

い
ま
す
。
持
ち
前
の
明
る
さ
と
誠
実
さ

か
ら
周
囲
を
明
る
く
元
気
に
す
る
だ
け

で
な
く
、
年
少
の
子
ど
も
た
ち
に
は
あ

い
さ
つ
や
正
し
い
礼
儀
を
教
え
る
な
ど

子
ど
も
た
ち
の
良
い
手
本
と
な
っ
て
い

ま
す
。

●
木
町
町
別
子
ど
も
会　

自
治
会
分
館
で

行
っ
て
い
る「
木
町
を
花
一
杯
に
す
る

活
動
」の
た
め
に
植
え
た
90
個
の
プ
ラ

ン
タ
ー
の
花
に
水
や
り
を
し
て
環
境
美

化
に
務
め
、
草
取
り
や
育
苗
な
ど
で
地

域
の
皆
さ
ん
と
の
交
流
が
深
ま
り
明
る

い
地
域
づ
く
り
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

　

生
涯
学
習
課　

TEL
23
・
６
３
７
０

相
続
登
記
に
関
す
る
無
料

相
談
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

２
月
は
、「
相
続
登
記
は
お
済
で
す

か
？
」月
間
で
す
。
県
下
す
べ
て
の
司
法

書
士
事
務
所
で
無
料
相
談
を
実
施
し
ま

す
。
司
法
書
士
が
相
続
登
記
に
関
す
る
相

談
を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。
ま
た
、
高

齢
者
等
の
財
産
管
理
に
関
す
る
相
談
も
お

受
け
し
ま
す
。

●
日
時　

２
月
２
日
㈪
〜
27
日
㈮
の
午
前

９
時
〜
午
後
４
時（
土
・
日
、
祝
日
を

除
く
）

●
場
所　

県
下
の
各
司
法
書
士
事
務
所

　

長
野
県
司
法
書
士
会

　
　

TEL
０
２
６
・
２
３
２
・
７
４
９
２

国
の
教
育
ロ
ー
ン
の
ご
案
内

　

高
校
、
短
大
、
大
学
、
専
修
学
校
、
各

種
学
校
や
外
国
の
学
校
等
に
入
学
・
在
学

す
る
お
子
さ
ま
を
お
持
ち
の
ご
家
庭
を
対

象
と
し
た
公
的
な
融
資
制
度
で
す
。

●
融
資
額　

学
生
・
生
徒
一
人
に
つ
き

２
０
０
万
円
以
内

●
利
率　

年
２･

４
５
％（
平
成
20
年
11

月
10
日
現
在
）

●
申
し
込
み
に
関
す
る
相
談

　
「
国
の
教
育
ロ
ー
ン
」コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

０
５
７
０
・
０
０
８
６
５
６（
ナ
ビ
ダ
イ

ヤ
ル
）ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

お
知
ら
せ

��



　

教
育
ロ
ー
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
03
・
５
３
２
１
・
８
６
５
６

長
野
県
最
低
賃
金
が

改
正
さ
れ
ま
し
た

　

県
内
の
事
業
場
で
働
く
す
べ
て
の
労
働

者
と
そ
の
使
用
者
に
適
用
さ
れ
る「
長
野

県
最
低
賃
金
」と
、
特
定
の
産
業
に
対
し

定
め
ら
れ
て
い
る「
産
業
別
最
低
賃
金
」が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
機
会
に
ご
自
身

の
賃
金
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
対
象
と
な
る
賃
金
は
、
通
常
の

労
働
時
間
・
労
働
日
に
対
応
す
る
賃
金
で
、

臨
時
に
支
払
わ
れ
る
賃
金
、精
皆
勤
手
当
、

通
勤
手
当
及
び
家
族
手
当
な
ど
は
含
ま
れ

ま
せ
ん
。

●
最
低
賃
金（
時
間
額
）　

６
８
０
円

●
産
業
別
最
低
賃
金（
時
間
額
）

・
は
ん
用
機
械
器
具
、生
産
用
機
械
器
具
、

業
務
用
機
械
器
具
、
自
動
車
・
同
附
属

品
、
船
舶
製
造
・
修
理
業
、
舶
用
機
関

製
造
業
／
７
８
７
円

・
計
量
器･

測
定
器･

分
析
機
器･

試
験
機
、

医
療
用
機
械
器
具
・
医
療
用
品
、
光
学

機
械
器
具
・
医
療
用
品
、
光
学
機
械
器

具
・
レ
ン
ズ
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械

器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具
、
時
計
・

同
部
分
品
、
眼
鏡
製
造
業
／
７
７
５
円

・
各
種
商
品
小
売
業
／
７
４
６
円

・
印
刷
、
製
版
業
／
７
４
２
円

　

長
野
労
働
局
賃
金
室　

　
　

TEL
０
２
６
・
２
２
３
・
０
５
５
５

催
し

絵
本
大
好
き
っ
子

あ
つ
ま
れ
！

　

幼
児
、児
童
と
そ
の
保
護
者
を
対
象
に
、

読
み
の
会「
稲
穂
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
お
話

の
会
を
開
催
し
ま
す
。
参
加
費
無
料
、
申

し
込
み
不
要
で
す
。
お
気
軽
に
お
越
し
く

だ
さ
い
。

●
日
時　

２
月
21
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー　
　

　

セ
ミ
ナ
ー
ル
ー
ム

●
内
容　

絵
本「
ず
い
と
ん
さ
ん
」「
ゆ
き

み
ち
」「
ど
う
ぞ
の
い
す
」な
ど
の
読
み

聞
か
せ
。

　

上
田
情
報
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー

　
　

TEL
29
・
０
２
１
０

　

枕ま
く
ら

状じ
ょ
う

溶
岩
は
海
中
で

溶
岩
が
急
に
冷
さ
れ
て

で
き
た
も
の
と
考
え
ら

れ
て
お
り
、
市
内
で
は

内
村
川
及
び
霊
泉
寺
川

周
辺（
丸
子
地
域
）、
菅

平
口（
真
田
地
域
）で
見

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

約
３
０
０
０
万
年
前
に

上
田
周
辺
が
海
だ
っ
た

こ
ろ
に
で
き
た
も
の
と

考
え
ら
れ
、
長
い
年
月

の
間
に
海
底
が
隆
起
し

て
陸
地
に
な
り
、
一
部
が
露

出
し
た
も
の
で
す
。

　

東
内
の
虚こ

空く

蔵ぞ
う

堺
橋
付

近
・
内
村
川
の
左
岸
に
見
ら

れ
る
枕
状
溶
岩
は
、
１
ｍ
前

後
の
だ
円
形
を
し
た
溶
岩
の

塊
が
数
十
個
集
ま
っ
て
、
高

さ
数
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
崖が
け

に
な
っ
て
い
ま
す
。
岩
質
は

黒
っ
ぽ
い
変
質
玄
武
岩
で
、

枕
を
た
く
さ
ん
重
ね
た
よ
う

に
見
え
る
と
こ
ろ
か
ら
こ
の

名
が
つ
き
ま
し
た
。
俵た
わ
ら

状じ
ょ
う

溶

岩
と
も
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

菅
平
口
の
枕
状
溶
岩
は
、
菅
平
口
橋
か
ら
旧

道（
現
在
は
通
行
不
可
）に
入
っ
て
１
０
０
ｍ
位

進
ん
だ
と
こ
ろ
の
道
路
沿
い
に
あ
り
ま
す
。
東

内
の
例
と
同
じ
よ
う
に
、
枕
の
よ
う
な
溶
岩
の

塊
が
無
数
に
積
み
重
な
り
、
見
事
な
崖
を
作
っ

て
い
ま
す
。

　

太
古
に
上
田
周
辺
が
海
だ
っ
た
こ
と
を
示
す

ク
ジ
ラ
や
魚
、
貝
な
ど
の
化
石
が
市
内
か
ら
見

つ
か
っ
て
い
ま
す
が
、
枕
状
溶
岩
も
そ
の
証
拠

の
一
つ
で
す
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

う
え
だ
見
聞
録

枕
状
溶
岩（
東
内
・
菅
平
口
）

至菅平高原

菅平口の枕状溶岩 東内の枕状溶岩

枕状
溶岩

R14
4

至鳥居峠

菅平口

車両進入禁止
ここから歩いて
３～４分です。

枕状
溶岩

R254

内村川

至鹿教湯 至丸子

虚空蔵堂

法住寺
卍

R406

��
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第
８
回

う
え
だ
子
ど
も
文
化
祭

　

上
田
市
文
化
少
年
団
に
加
盟
す
る
８
団

体
か
ら
約
３
０
０
名
の
子
ど
も
た
ち
が
参

加
し
、
多
彩
な
発
表
を
し
ま
す
。
地
域
の

子
ど
も
た
ち
の
輝
く
姿
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

●
日
時　

２
月
22
日
㈰
午
後
１
時
〜
４
時

ご
ろ（
０
時
30
分
開
場
）

●
場
所　

上
田
創
造
館
文
化
ホ
ー
ル

●
入
場
料　

無
料

　

上
田
市
文
化
少
年
団
事
務
局（

文

化
振
興
課
内
）　

TEL
23
・
６
３
６
１

　
　ス

ノ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ

in
菅
平
高
原

　

歩
く
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
で
菅
平

湿
原
周
辺
の
自
然
を
散
策
し
て
み
ま
せ
ん

か
。
地
元
特
産
品
が
当
た
る
抽
選
会
も
開

催
。
Ｆ
Ｍ
長
野
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
も
参
加
し

ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

２
月
28
日
㈯
午
前
９
時
開
会
式

（
８
時
30
分
受
付
開
始
）

●
場
所　

菅
平
高
原（
菅
平
湿
原
周
辺
）

●
内
容　

歩
く
ス
キ
ー
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー

の
ど
ち
ら
か
を
体
験
。
地
元
産
食
材
を

活
用
し
た
昼
食
、ク
ラ
フ
ト
作
り
体
験
、

抽
選
会
な
ど
。

●
対
象　

小
学
生
以
上
の
方

●
定
員　

１
０
０
名

●
参
加
費　

一
人
５
０
０
円（
道
具
レ
ン

タ
ル
代
、
昼
食
代
込
み
）

●
募
集
締
切　

２
月
13
日
㈮
申
し
込
み
多

数
の
場
合
は
抽
選
と
し
、
当
選
者
に
は

後
日
案
内
状
を
送
付
し
ま
す
。

●
申
し
込
み　

Ｆ
Ｍ
長
野
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
応
募
フ
ォ
ー
ム
か
ら
、
ま
た
は
参
加

希
望
者
全
員
の
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

電
話
番
号
、
身
長
、
靴
の
サ
イ
ズ（
代

表
者
を
必
ず
明
記
）を
記
入
し
た
用
紙

を
Ｆ
Ａ
Ｘ（
０
２
６
・
２
２
４
・
６
０
８

　

９
）で
、
Ｆ
Ｍ
長
野
長
野
支
社
へ
。
詳

細
は
Ｆ
Ｍ
長
野
の
番
組
内
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
上
で
告
知
し
ま
す
。

　

上
田
地
域
広
域
連
合
企
画
課　

　
　

TEL
43
・
８
８
１
８

企
画
展

上
田
の
雛
人
形
２
０
０
９

　

博
物
館
所
蔵
の
上
田
地
域
ゆ
か
り
の
雛ひ
な

人
形
を
中
心
に
展
示
し
ま
す
。
ま
た
、
幕

末
の
上
田
藩
絵
師
・
服は
っ
と
り部
元げ
ん

戴た
い

の
描
い
た

紙か
み

雛び
な

之の

図ず（
写
真
）な
ど
も
展
示
し
ま
す
。

●
期
日　

２
月
14
日
㈯
〜
４
月
５
日
㈰

●
時
間　

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）

●
休
館
日　

水
曜
日
と
祝
日
の
翌
日

●
場
所　

上
田
市
立
博
物
館

●
入
館
料　

一
般
２
５
０
円
・
高
大
学
生

１
８
０
円
・
小
中
学
生
60
円
、
市
内
の

高
校
生
以
下
は
無
料
、
毎
週
土
曜
日
は

同
伴
の
保
護
者
も
無
料

●
展
示
説
明
会　

２
月
21
日
㈯
・
３
月
７

日
㈯
の
午
後
１
時
30
分
〜

　

上
田
市
立
博
物
館　

　
　

TEL
22
・
１
２
７
４

　
　平

成
20
年
度
山
本
鼎
記
念
館

美
術
教
室
作
品
展

　

山
本
鼎
の「
自
分
が
直
接
感
じ
た
も
の

が
尊
い
」と
い
う
考
え
方
を
基
本
に
し
て
、

１
年
間
、「
自
分
ら
し
さ
」を
作
品
の
中
に

表
現
し
よ
う
と
創
作
に
励
ん
で
き
た
受
講

生
た
ち
の
力
作
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

洋
画
Ｂ（
経
験
者
）教
室
展
／
２

月
７
日
㈯
〜
12
日
㈭
、版
画
教
室
展（
初

心
者
、
経
験
者
）／
２
月
14
日
㈯
〜
19

日
㈭
、
木
彫
教
室
展（
初
心
者
、
経
験

者
、
Ｏ
Ｂ
）／
２
月
21
日
㈯
〜
26
日
㈭
、

洋
画
Ａ（
初
心
者
）教
室
展
／
２
月
28
日

㈯
〜
３
月
５
日
㈭
、
い
ず
れ
も
午
前
９

時
〜
午
後
４
時（
各
展
覧
会
最
終
日
は

午
後
３
時
ま
で
）

●
場
所　

山
本
鼎
記
念
館
１
階
講
習
室

催
し

＜広告欄＞

��



tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

●
入
場
料　

無
料（
そ
の
ほ
か
の
展
示
室

は
要
入
館
料
）

●
休
館
日　

水
曜
日（
２
月
11
日
・
18
日
・

25
日
、
３
月
４
日
）

　

山
本
鼎
記
念
館　

TEL
22
・
２
６
９
３

フ
ラ
ダ
ン
ス
・
歌
謡
シ
ョ
ー

　

宮
原
教
室
の
皆
さ
ん
に
よ
る
フ
ラ
ダ
ン

ス
と
歌
謡
シ
ョ
ー
を
お
楽
し
み
く
だ
さ

い
。

●
日
時　

２
月
19
日
㈭
午
後
０
時
30
分
〜

●
場
所　

ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館
大
広
間

　
（
入
館
料
必
要
）

　

真
田
温
泉
ふ
れ
あ
い
さ
な
だ
館

　
　

TEL
72
・
２
５
０
０

丸
子
金
子
図
書
館

お
は
な
し
会

　
「
お
話
を
楽
し
む
会
」の
皆
さ
ん
に
よ
る

絵
本
の
読
み
聞
か
せ
・
紙
芝
居
な
ど
を
お

楽
し
み
く
だ
さ
い
。

●
日
時　

２
月
21
日
㈯
午
前
10
時
〜

●
場
所　

丸
子
金
子
図
書
館
２
階

　

丸
子
金
子
図
書
館　

　
　

TEL
42
・
２
４
１
４

講
座
・
教
室

孫
育
て
応
援
講
座

　

孫
育
て
応
援
講
座「
出
番
で
す
よ
！
お

じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
」を
開
催

し
ま
す
。
自
分
が
子
育
て
を
し
て
い
た
こ

ろ
と
の
違
い
に
戸
惑
い
を
感
じ
た
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
か
。
お
孫
さ
ん
が
い
る
方
は

も
ち
ろ
ん
、地
域
参
加
を
考
え
て
い
る
方
、

今
の
子
育
て
、
こ
れ
か
ら
の
支
援
に
つ
い

て
理
解
を
深
め
一
緒
に
考
え
ま
し
ょ
う
。

●
日
時　

２
月
23
日
㈪
午
前
10
時
〜
11
時

30
分

●
場
所　

市
民
プ
ラ
ザ
・
ゆ
う（
２
階
講

習
室
）

●
講
師　

白
瀬
む
つ
氏（
元
長
瀬
保
育
園

長
）

●
託
児　

あ
り

●
申
し
込
み　

前
日
ま
で
に
電
話
で

W

ウ
ィ
ズ

ith:m

マ

ム

om

（
TEL
０
８
０
・
３
３
９
０
・

　

６
０
９
４
／
土
日
・
祝
日
を
除
く
午
前

10
時
〜
午
後
３
時
）へ
。

　

上
田
市
子
育
て
家
族
応
援
事
業
実
行

委
員
会
事
務
局（

子
育
て
・
子
育

ち
支
援
課
）　

TEL
23
・
５
０
１
６

第
４
回
家
庭
介
護
教
室

●
日
時　

２
月
18
日
㈬
午
後
２
時
〜
３
時

30
分

●
場
所　

中
央
公
民
館
３
階
学
習
室

●
内
容　

介
護
者
の
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

●
参
加
費　

無
料

●
申
し
込
み　

２
月
13
日
㈮
ま
で
に
電
話

で
長
野
病
院
へ
。

　

長
野
病
院（
外
来
看
護
師
長
中
澤
）

　
　

TEL
22
・
１
８
９
０

催
し
／
講
座
・
教
室

＜広告欄＞

催し
信州国際音楽村
バレンタインコンサート2009

　平成20年度出
光賞受賞の大萩
康司さんを迎え
てのクラシック
ギターのリサイ
タル。コンサー
ト前には塩川陣
場地区にワイン用契約ブドウ畑「マリコヴィンヤー
ド」を持つ、メルシャン㈱のワインアドバイザーに
よる気軽なワインの楽しみ方講座も予定していま
す。
●日時　２月14日㈯午後５時開場
・ミニワインセミナー　５時15分開講
・コンサート　６時開演
●場所　信州国際音楽村ホールこだま
●入場料　2,500円（当日3,000円）
　信州国際音楽村　TEL42･3436
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平
成
20
年
度
人
権
セ
ミ
ナ
ー

●
期
日
／
演
題
／
講
師　

○
２
月
６
日
㈮
／「
地
域
で
と
も
に
歩
む

明
る
い
仲
間
た
ち
」
〜
視
覚
障
が
い
者

の
方
々
と
交
流
し
ま
し
ょ
う
〜
／
廣
澤

里
枝
子
氏（
ピ
ア
・
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
）ほ

か
４
名

○
２
月
20
日
㈮
／｢
求
め
て
き
た
も
の
、

そ
し
て
今｣

／
高
橋
典
男
氏（
人
権
セ
ン

タ
ー
な
が
の
事
務
局
長
）

○
３
月
６
日
㈮
／「
当
た
り
前
の
こ
と
を

当
た
り
前
に
」〜
人
権
・
同
和
教
育
の

意
味
を
考
え
る
〜
／
江
嶋
修
作
氏（
解

放
社
会
学
研
究
所
長
）

●
時
間　

午
後
６
時
開
講

●
場
所　

丸
子
文
化
会
館
小
ホ
ー
ル

●
定
員　

制
限
な
し（
２
０
０
名
を
予
定
）

●
入
場
料　

無
料

　

社
会
教
育
課　

TEL
42
・
６
６
８
２

自
然
の
香
り
を
楽
し
む
会

●
日
時　

①
２
月
24
日
㈫
、
②
３
月
10
日

㈫
、
③
３
月
18
日
㈬
い
ず
れ
も
午
前
10

時
〜
正
午

●
場
所　

別
所
温
泉
あ
い
そ
め
の
湯

●
内
容　

ハ
ー
ブ
の
鉢
植
え
の
ポ
イ
ン
ト

（
①
ハ
ー
ブ
の
性
質
に
応
じ
た
鉢
植
え
・

水
や
り
の
ポ
イ
ン
ト
、
②
用
土
と
挿
し

木
の
仕
方
、
③
種
ま
き
に
つ
い
て
、
ポ

プ
リ
作
り
）

●
講
師　

①
小
林
あ
き
氏
・
②
③
徳
永
淳じ
ゅ
ん

子こ

氏（
長
野
県
薬
剤
指
導
員
）

●
対
象　

３
回
参
加
で
き
る
方（
市
内
在

住
）

●
定
員　

各
50
名（
先
着
順
）

●
参
加
費　

無
料（
入
浴
を
す
る
方
は
別

途
入
浴
料
５
０
０
円
）

●
申
し
込
み　

２
月
９
日
㈪
以
降
、
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

神
川
地
区
公
民
館

子
育
て
応
援
講
座

◇
春
の
お
祝
い
の
料
理

●
日
時　

２
月
20
日
㈮
午
前
10
時
〜

●
場
所　

神
川
地
区
公
民
館

●
定
員　

15
名

●
受
講
料　

１
０
０
円

●
材
料
費　

５
０
０
円

◇
ひ
な
祭
り
の
ミ
ニ
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ

メ
ン
ト
＆
ワ
イ
ヤ
ー
ク
ラ
フ
ト

　

ワ
イ
ヤ
ー
で
器
を
作
り
、
プ
リ
ザ
ー
ブ

ド
フ
ラ
ワ
ー
や
造
花
な
ど
で
ア
レ
ン
ジ

を
し
ま
す
。

●
場
所　

２
月
27
日
㈮
午
前
10
時
〜

●
場
所　

神
川
地
区
公
民
館

●
定
員　

10
名

●
材
料
費　

約
１
０
０
０
円（
当
日
徴
収
）

●
持
ち
物　

ペ
ン
チ
・
ニ
ッ
パ
ー
な
ど
、

花
ば
さ
み
、
も
の
さ
し
、
カ
ッ
タ
ー

◇
共
通
事
項

●
申
し
込
み　

２
月
９
日
㈪
以
降
に
電
話

で
神
川
地
区
公
民
館（
託
児
あ
り
・
要

申
し
込
み
）へ
。

　

神
川
地
区
公
民
館

　
　

TEL
25
・
１
６
８
２（
午
前
９
時
〜
午

後
４
時
）

温
泉
で
体
操
を
楽
し
む
会

●
日
時　

２
月
18
日
㈬
、
３
月
４
日
㈬
・

11
日
㈬
午
前
10
時
〜
11
時
30
分

●
場
所　

別
所
温
泉
あ
い
そ
め
の
湯

●
内
容　

ボ
デ
ィ
ー
パ
ー
カ
ッ
シ
ョ
ン
、

ダ
ン
ベ
ル
体
操
、
簡
単
リ
ズ
ム
体
操

●
講
師　

河か
わ

西に
し

陽ひ
ろ

子こ

氏（
運
動
ト
レ
ー

ナ
ー
）

●
対
象　

３
回
参
加
で
き
る
方（
市
内
在

住
）

●
定
員　

先
着
30
名

●
参
加
費　

無
料（
入
浴
を
す
る
方
は
入

浴
料
５
０
０
円
別
途
）。

●
持
ち
物　

運
動
靴（
上
は
き
）、タ
オ
ル
、

飲
み
物
、
運
動
し
や
す
い
服
装
で
お
越

し
く
だ
さ
い
。

●
申
し
込
み　

２
月
７
日
㈪
以
降
に
電
話

で
健
康
推
進
課
へ
。

　

健
康
推
進
課　

TEL
28
・
７
１
２
３

ク
リ
エ
イ
タ
ー
養
成

セ
ミ
ナ
ー
（
フ
ラ
ッ
シ
ュ
編
）

　

現
役
プ
ロ
か
ら
き
ち
ん
と
学
ぶ
、
フ

ラ
ッ
シ
ュ
の
基
本
と
実
践
セ
ミ
ナ
ー
で

す
。

●
日
時　

２
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
・
28
日

㈯
・
３
月
１
日
㈰
の
午
前
10
時
〜
午
後

４
時（
全
４
回
）

●
場
所　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン

講
座
・
教
室

＜広告欄＞
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タ
ー

●
内
容　

フ
ラ
ッ
シ
ュ
の
基
本
機
能
か
ら

コ
ン
テ
ン
ツ
の
制
作
実
践
な
ど

●
講
師　

水
野
翔し
ょ
う

氏
・
間
島
賢
一
氏（
㈲

デ
ザ
イ
ン
ル
ー
ム
エ
ム
電
脳
事
業
部
）

●
対
象　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
経
験
者
で
、

ワ
ー
ド
な
ど
で
文
書
作
成
が
で
き
る
方

●
定
員

20
名

●
受
講
料　

１
万
円（
テ
キ
ス
ト
代
含
）

　

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
情
報
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
39
・
１
０
０
０

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

館
内
行
事

◇
健
康
体
操

●
日
時　

２
月
５
日
㈭
午
前
11
時
〜
正
午

◇
ヨ
ガ
教
室

●
日
時　

２
月
26
日
㈭
午
前
10
時
30
分
〜

正
午

◇
共
通
事
項

●
対
象　

市
内
在
住
の
60
歳
以
上
の
方

●
場
所　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
広
間

（
軽
い
運
動
の
で
き
る
服
装
で
ご
参
加

く
だ
さ
い
）。

　

高
齢
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　

TEL
22
・
４
１
１
９

明日をひらいた上田の人々

石
いし い

井　鶴
つる ぞう

三（1887～1973）

広い分野で造形性を高めた美術家

　

上
田
で
46
年
間
、
彫ち
ょ
う

塑そ

講
習
の
講
師
を
続
け
た
石

井
鶴
三
は
、
東
京
芸
術
大

学
教
授
、
日
本
芸
術
院
会

員
、
日
本
版
画
協
会
会
長

な
ど
を
歴
任
。
ま
た
、
相

撲
通
と
し
て
も
知
ら
れ
横

綱
審
議
会
委
員
、
相
撲
博

物
館
長
も
務
め
ま
し
た
。

　

塑
像
と
木
彫
が
専
門
の
彫
刻
家
で
し
た
が
、
挿さ
し

絵え

画
家
、
版
画
家
で
も
あ
り
、
水
彩
、
油
彩
、
水
墨
も

す
る
画
家
で
し
た
。

　

鶴
三
は
明
治
20
年
、
東
京
下し
た

谷や

に
生
ま
れ
、
父
も

祖
父
も
画
家
、
養
祖
父
は
陶
芸
家
で
、
長
兄
も
洋
画

家
と
い
う
美
術
一
家
に
育
ち
ま
し
た
。
し
か
し
、
明

治
30
年
、
父
が
肝か
ん

臓ぞ
う

癌が
ん

で
死
去
し
一
家
は
支
柱
を
失

い
、
11
歳
の
鶴
三
は
千
葉
県
船
橋
の
薪
炭
を
商
う
矢

橋
家
に
養
子
に
出
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
と
き
世
話
を

任
さ
れ
た
飼
い
馬
が
、
鶴
三
少
年
を
慰
め
た
無
二
の

友
だ
ち
で
し
た
。
馬
と
仲
良
く
な
っ
た
鶴
三
は
、
馬

の
体
の
不
思
議
な
感
触
に
心
を
打
た
れ
、
粘
土
と
漆し
っ

喰く
い

を
竹
と
針
金
で
作
っ
た
骨
組
み
に
つ
け
て
馬
の
形

を
造
り
ま
し
た
。
彫
刻
の
芽
生
え
と
も
い
う
べ
き
体

験
を
し
た
の
で
す
。

　

明
治
38
年
東
京
美
術
学
校
彫
刻
科
へ
入
学
。
家
計

を
助
け
る
た
め
に
漫
画
記
者
も
始
め
ま
し
た
。
午
前

は
学
校
、
午
後
は
漫
画
社
と
い
う
生
活
が
８
年
も
続

き
、車
中
街が
い

上じ
ょ
う

ど
こ
で
も
素
描
に
打
ち
込
み
ま
し
た
。

関
東
大
震
災
前
後
を
境
に
、
鶴
三
の
目
指
す
造
形
の

骨
組
み
、
道
筋
が
生
ま
れ
、
活
発
な
活
動
が
始
ま
り

ま
す
。

　

小
県
上
田
教
育
会
の
招
き
で
彫
塑
講
習
会
の
講
師

と
し
て
、
初
め
て
上
田
へ
来
た
の
が
大
正
13
年
、
美

術
院
研
究
所
を
上
田
へ
移
す
と
い
う
意
気
込
み
で

「
や
る
以
上
は
専
門
家
も
素し
ろ
う
と人
も
な
い
。
本
格
の
み

だ
」と
い
い
、「
教
え
る
の
で
は
な
く
皆
さ
ん
と
一
緒

に
勉
強
す
る
」姿
勢
で
臨
み
ま
し
た
。
講
習
会
は
翌

年
か
ら
上
田
彫
塑
研
究
会
の
主
催
で
昭
和
44
年
ま
で

続
き
、「
婦
人
像
」「
信
濃
男
坐
像
」「
老
婦
袒た
ん

裼せ
き

」な
ど

の
名
作
が
上
田
で
生
ま
れ
た
の
で
す
。

　

昭
和
24
年
東
京
芸
術
大
学
の
教
授
に
就
任
す
る
と

と
も
に
、
注
目
さ
れ
る
作
品
が
次
々
と
生
ま
れ
ま
し

た
。
70
歳
を
過
ぎ
た
こ
ろ
に
は
独
自
の
制
作
の
時
を

迎
え
、
力
を
尽
く
し
て
歩
ん
で
き
た
そ
の
す
べ
て
の

も
の
が
、
一
体
と
な
っ
た
世
界
を
作
り
ま
し
た
。
鶴

三
は
昭
和
48
年
、
惜
し
ま
れ
つ
つ
85
歳
の
生
涯
を
閉

じ
ま
し
た
。

　

文
化
振
興
課　

TEL
23
・
６
３
６
１

＜広告欄＞
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創
造
館

目
的
別
パ
ソ
コ
ン
教
室

◇
新
生
活
応
援
！
賢
く
使
う
・
パ
ソ
コ
ン

春
季
集
中
ゼ
ミ
５
日
間

●
日
時　

２
月
14
日
〜
３
月
14
日
の
毎
週

土
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

●
受
講
費　

受
講
料
５
０
０
０
円（
別
途

テ
キ
ス
ト
代
１
０
５
０
円
）

●
内
容　

実
用
性
の
高
い
書
類
を
ワ
ー

ド
・
エ
ク
セ
ル
・
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
で

実
践
。新
生
活
の
手
続
き
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
情
報
を
賢
く
使
っ
て
ス
ム
ー
ズ

に
ク
リ
ア
ー
。

　

行
政
情
報
の
入
手
と
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド

（
住
民
票
、
水
道
、
医
療
環
境
な
ど
）。

引
越
し
の
手
続
き（
一
括
見
積
も
り
、

電
化
製
品
価
格
比
較
）な
ど
。

◇
今
さ
ら
聞
け
な
い
！
中
高
年
の
た
め
の

パ
ソ
コ
ン
出
直
し
塾

　
「
Ｎ
Ｈ
Ｋ
趣
味
悠
々
・
中
高
年
の
パ
ソ

コ
ン
講
座
」か
ら
抜
粋
し
た
内
容
で
学

習
し
て
い
き
ま
す
。

●
日
時　

２
月
12
日
〜
３
月
12
日
の
毎
週

木
曜
日
午
後
１
時
30
分
〜
３
時
45
分

●
内
容　

困
っ
た
時
の
備
忘
録
の
作
り
方

と
、
パ
ソ
コ
ン
画
面
の
印
刷
の
仕
方
。

早
い
正
し
い
文
字
変
換
。
フ
ァ
イ
ル
検

索
テ
ク
ニ
ッ
ク
。
様
々
な
印
刷
テ
ク

ニ
ッ
ク
。
知
っ
て
得
！
裏
技
。

●
受
講
費　
　

５
０
０
０
円

◇
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
実
践
セ
ミ
ナ
ー

●
日
時　

２
月
19
日
㈭
・
26
日
㈭
、
３
月

５
日
㈭
午
後
７
時
〜
９
時

●
内
容　

仕
事
や
論
文
発
表
に
す
ぐ
役

立
つ
、
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
の
基
本
的
な

操
作
か
ら
作
り
方
な
ど
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
の
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
習
、
実
践

し
ま
す
。

●
受
講
費　

３
０
０
０
円（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
２
１
０
０
円
）

◇
応
用
テ
ク
ニ
ッ
ク
週
末

●
日
時　

２
月
21
日
㈯
・
22
日
㈰
・
28
日

㈯
、
３
月
１
日
㈰
午
前
９
時
30
分
〜
正

午
●
内
容　

Ｗ
ｏ
ｒ
ｄ
２
０
０
３
を
使
っ
た

ビ
ジ
ネ
ス
文
章
で
も
っ
と
も
使
用
す
る

箇
所
を
徹
底
的
に
学
習
。

●
受
講
費　

４
０
０
０
円（
別
途
テ
キ
ス

ト
代
２
１
０
０
円
）

◇
共
通
事
項

●
場
所　

上
田
創
造
館
４
階
パ
ソ
コ
ン
教

室
●
定
員　

先
着
24
名

●
申
し
込
み　

電
話
ま
た
は
、Ｆ
Ａ
Ｘ
で
。

　

開
催
日
７
日
前
に
定
員
に
達
し
た
場
合

は
、
抽
選（
定
員
に
達
し
な
い
場
合
は
、

前
日
ま
で
申
し
込
み
が
可
能
で
す
）。

　

上
田
創
造
館　

TEL
23
・
１
１
１
１

長
野
病
院

第
36
回
市
民
公
開
講
座

●
日
時　

２
月
21
日
㈯
午
後
１
時
30
分
〜

２
時
30
分

●
場
所　

長
野
病
院
３
階
講
堂

●
演
題　

知
っ
て
お
こ
う
・
自
分
の
血
糖

値
※
血
糖
測
定
あ
り（
希
望
者
先
着
50
名
）

　

長
野
病
院　

TEL
22
・
１
８
９
０

募
集

ご
み
指
定
袋
へ
の
広
告
主
を

募
集
し
ま
す

　

平
成
21
年
度
に
製
作
す
る
上
田
市
ご
み

指
定
袋
の
広
告
枠
に
広
告
を
掲
載
す
る
事

業
者
を
募
集
し
ま
す
。

　

一
般
競
争
入
札
に
よ
り
広
告
主
を
決
定

し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
廃
棄
物
対
策
課
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
枠　

３
枠（
燃
や
せ
る
ご
み
指
定

袋
分
１
枠
、「
プ
ラ
」マ
ー
ク
付
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
指
定
袋
分
１
枠
、
燃
や
せ
な
い

ご
み
指
定
袋
分
１
枠
）

●
募
集
期
間　

２
月
18
日
㈬
〜
27
日
㈮

●
入
札
日　

３
月
６
日
㈮　

　

廃
棄
物
対
策
課　

　
　

TEL
22
・
０
６
６
６

21
年
度
入
校

技
能
開
発
訓
練
生
を
募
集

　

働
き
な
が
ら
技
能
を
習
得
し
て
立
派
な

技
能
者
と
な
る
こ
と
が
で
き
る
技
能
開
発

訓
練
生
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
専
門
職　

木
造
建
築
科
、
建
築
板

金
科
、
造
園
科
、
左
官
タ
イ
ル
科
、
配

管
科
、
溶
接
科

●
募
集
締
切　

３
月
13
日
㈮

　

上
小
高
等
職
業
訓
練
校

　
　

TEL
22
・
２
６
６
６

講
座
・
教
室
／
募
集

＜広告欄＞
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tel.22･4100㈹  fax.25･4100㈹

tel.72･2200㈹  fax.72･4140㈹

tel.42･3100㈹  fax.43･3666㈹

tel.85･2311㈹  fax.85･2313㈹

上田市役所

真田地域自治センター 武石地域自治センター

丸子地域自治センター

募集
募
集

有料広告掲載のお問い合わせは、 上田市秘書課（☎ 23・5149）または有限会社トミー企画（☎ 23・1706）へ。 

＜広告欄＞

平成21年度 上田市スポーツ少年団 新入団員募集
◇合同募集会
●日時　３月１日㈰午前10時～11時　　●場所　県営上田野球場
　定員になり次第締め切りとなります（先着順）。第１・第２希望を決めて募集会へお越しください。
　※印は公民館、指導者が独自で募集を行います。 詳しくは、学校で配られる募集案内をご覧ください。
　募集対象は、平成21年４月１日現在の新学年です。

種　　目 募 集 対 象 定員
軟式野球 小１～５男女 ―
卓　球 小３～高３男女 ―

剣　道

中央

小１～高３男女

―
東 20名
南 ―
※神科 ―
※豊殿 ―
※川西 ―
※塩田 ―

ソフトテニス 小３～中３男女 100名
テニス 小１～５男女 30名
ミニバスケットボール 小４～６男女 150名
少年硬式野球
上田リーグ 小１～中２男女 ―

少年硬式野球
上田南リーグ

小１～中２男子
（千曲川左岸在住） 30名

南ジュニア
スポーツクラブ

小１男子
（千曲川左岸在住） 30名

サッカー 小２～６男女 各学年
15名

F･C東上田（サッカー） 小１～６男女 各学年
18名

上田ジェンシャン
（サッカー） 小１～３男女 各学年

20名

神川F･C（サッカー） 小１～６男女 各学年
15名

上田南F･C（サッカー） 園児（年中）
～小６男女

各学年
20名

種　　目 募 集 対 象 定員
陸上競技 小１～６男女 70名
相　撲 小１～高３男女 30名
柔　道 小２～６男女 50名
空手道 小１～高３男女 50名
合気道 小４～高３男女 30名
少林寺拳法 小１～５男女 20名
武道空手 園児～中３男女 ―
バドミントン 小４～中３男女 15名
レスリング 小１～中３男女 20名
ハンドボール 小１～中３男女 30名
ゴルフ 小３～高３男女 10名
ソフトボール 小３～中３女子 30名
体操（器械体操） 小１～高３男女 30名
スキー 小１～中２男女 30名
ラグビー 小１～中３男女 ―
アーチェリー（洋弓） 小４～中３男女 30名
乗　馬 小４～高３男女 10名
※塩田少年野球教室 小３～６男子 50名

上田ジュニア
（バレーボール） 小１～５男女

男女
各学年
10名

※塩田V･B･C
（バレーボール） 小１～６男女 男女

各30名

※バレーボール
上野が丘

小３～中３男女
（神科・豊殿・
第五中に限る）

30名

　㈶上田市体育協会事務局　TEL27･9400
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丸
子
地
域
児
童
ク
ラ
ブ
の

春
休
み
ア
ル
バ
イ
ト
募
集

　

小
学
校
の
春
休
み
期
間
中
に
勤
務
可
能

な
ア
ル
バ
イ
ト
を
募
集
し
ま
す
。
詳
細
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
募
集
職
種　

児
童
ク
ラ
ブ
指
導
員
補
助

●
勤
務
場
所　

丸
子
地
域
児
童
ク
ラ
ブ

（
丸
子
中
央
・
丸
子
北
・
塩
川
）

●
勤
務
期
間　

３
月
中
旬
〜
末
日

●
募
集
人
員　

３
名（
各
ク
ラ
ブ
１
名
）

●
申
込
方
法　

履
歴
書
に
写
真
を
張
り
、

丸
子
学
校
教
育
課
ま
で
提
出
し
て
く
だ

さ
い（
郵
送
可
）。

●
申
込
期
間　

２
月
10
日
㈫
〜
27
日
㈮
必

着
　

学
校
教
育
課　

TEL
42
・
１
０
４
４

県
シ
ニ
ア
大
学
・
実
践
塾

学
生
ら
を
募
集

　

平
成
21
年
度
長
野
県
シ
ニ
ア
大
学
生
・

長
野
県
地
域
い
き
い
き
実
践
塾
受
講
生
を

募
集
し
ま
す
。
新
た
な
自
分
に
挑
戦
し
、

仲
間
の
輪
を
広
げ
、
積
極
的
に
社
会
参
加

し
ま
せ
ん
か
。

●
学
習
期
間　

シ
ニ
ア
大
学
／
２
年
間

（
年
間
17
日
）、
い
き
い
き
実
践
塾
／
１

年
間（
年
間
16
日
）

●
申
し
込
み　

２
月
２
日
㈪
〜
27
日
㈮
ま

で
に
、
高
齢
者
介
護
課
、
各
地
域
自
治

セ
ン
タ
ー
健
康
福
祉
課
、
上
小
地
方
事

務
所
福
祉
課
へ
。

　

上
小
地
方
事
務
所
福
祉
課

　
　

TEL
25
・
７
１
２
２

お
も
し
ろ
科
学
少
年
団

新
規
団
員
を
募
集

　

希
望
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
科
学
の

お
も
し
ろ
さ
、
楽
し
さ
を
専
門
の
先
生
方

の
手
ほ
ど
き
で
体
験
し
て
い
き
ま
す
。

●
日
時　

４
月
〜
平
成
22
年
３
月
の
第
２

土
曜
日
、
午
前
９
時
〜
正
午（
予
定
）

●
場
所　

上
田
創
造
館
、
野
外

●
グ
ル
ー
プ　

①
科
学
あ
そ
び
体
験
、
②

バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
、③
パ
ソ
コ
ン
・

メ
デ
ィ
ア
、
④
地
層
・
化
石
・
鉱
物
、

⑤
科
学
工
作
、
⑥
星
空
探
検

●
対
象　

上
小
地
域
の
小
中
学
生（
①
は

小
学
１
・
２
年
生
、
②
〜
⑥
は
小
学
３

年
生
以
上
が
対
象
）

●
定
員　

①
〜
⑤
各
15
名
、
⑥
25
名

●
参
加
費　

２
０
０
０
円（
通
信
費
・
保

険
料
な
ど
）そ
の
ほ
か
に
活
動
内
容
に

よ
っ
て
実
費
負
担

●
申
し
込
み　

３
月
7
日
㈯
〜
13
日
㈮
に

参
加
者
の
保
護
者
が
直
接
受
付
窓
口
へ

（
先
着
順
）。申
込
用
紙
は
創
造
館
窓
口
、

市
役
所
及
び
各
地
域
自
治
セ
ン
タ
ー
、

上
田
創
造
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま

す
。
第
一
希
望
に
な
ら
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
第
二
希
望
も
明
記
く
だ

さ
い
。

　

上
田
創
造
館　

TEL
23
・
１
１
１
１

自
衛
隊

予
備
自
衛
官
補
を
募
集

　

教
育
訓
練
終
了
後
に
予
備
自
衛
官
と
し

て
任
用
す
る
制
度
で
、
一
般
と
技
能
の
公

募
コ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。一
般
公
募
で
は
、

採
用
年
齢
に
適
し
た
皆
さ
ん
な
ら
、
ど
な

た
で
も
応
募
可
能
で
す
。技
能
公
募
で
は
、

語
学
や
医
療
技
術
、
整
備
な
ど
の
分
野
に

精
通
し
た
皆
さ
ん
が
応
募
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

●
応
募
資
格　
「
一
般
公
募
」は
18
歳
以
上

34
歳
未
満
の
方
、「
技
能
公
募
」は
18
歳

以
上
で
各
技
術
分
野
に
よ
り
53
〜
55
歳

未
満
の
方
。

●
応
募
締
切　

４
月
13
日
㈪

●
試
験
日　

４
月
18
日
㈯
〜
20
日
㈪
の
間

の
指
定
さ
れ
た
日

●
待
遇
ほ
か　

身
分
は
非
常
勤
の
特
別
職

国
家
公
務
員
。
手
当
支
給
。
教
育
訓
練

招
集
の
自
宅
か
ら
の
交
通
費
支
給
。
食

事
・
宿
泊
は
無
料
支
給
。

　

自
衛
隊
上
田
地
域
事
務
所

　
　

TEL
22
・
５
２
６
７

統
計
調
査
員
を
募
集
し
ま
す

　

上
田
市
で
は
、
各
種
統
計
調
査
を
実
施

す
る
際
に
協
力
し
て
い
た
だ
け
る
統
計
調

査
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
応
募
資
格

・
市
内
在
住
で
20
歳
以
上
70
歳
未
満
の
健

康
な
方
。

・
責
任
を
持
っ
て
最
後
ま
で
調
査
事
務
を

遂
行
で
き
る
方
。

・
調
査
時
に
知
り
得
た
秘
密
の
保
護
に
つ

い
て
信
頼
の
お
け
る
方
。

・
税
務
、
警
察
、
選
挙
業
務
に
直
接
関
係

の
な
い
方
。

募
集

募集

わがまち魅力アップ応援事業
「上田市民コーラスフェスティバル2010」
合唱団員を募集

　混声合唱、女声合唱、男声合唱、親と子の合唱な
ど各部門で募集。
　平成22年１月31日開催予定の、市内合唱団体有志
及び個人参加によって構成する合同演奏会「上田市
民コーラスフェスティバル」出演を目指します。
●対象　月に２回程度の練習に参加できる方（上田

市外の方も可）
●練習場所　中央公民館ほか
●指導　関口信雄氏（上田女子短期大学教授）ほか
●定員　なし
●参加費　年2,000円（高校生以下無料。別途楽譜代

1,500円要）
●申し込み　２月28日㈯までに電話または、FAX
　　　　　　で事務局へ。
　上田市民コーラスフェスティバル実行委員会事
務局（小川寿子）

　　TEL／FAX050･7500･0127

��
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・
県
ま
た
は
市
主
催
の
調
査
員
事
務
説
明

会
に
出
席
で
き
る
方
。

●
任
期　

４
月
１
日
〜
平
成
23
年
３
月
31

日（
２
年
間
）

●
報
酬　

一
調
査
に
つ
き
お
お
む
ね
２

〜
４
万
円
程
度（
統
計
調
査
の
種
類
に

よ
っ
て
報
酬
の
額
は
異
な
り
ま
す
）。

●
応
募
締
切　

２
月
20
日
㈮

※
詳
し
く
は
、
受
付
窓
口
の
情
報
推
進
課

情
報
統
計
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

　

情
報
推
進
課
情
報
統
計
係

　
　

TEL
22
・
４
１
０
０（
内
線
１
０
０
９
）

お
わ
び
と
訂
正

　

広
報
う
え
だ
１
月
16
日
号
の
イ
ベ
ン

ト
・
ナ
ビ
中
、「
北
向
観
音
節
分
会
」「
生
島

足
島
神
社
節
分
追
儺
祭
」の
開
催
期
日
が

２
月
２
日
㈪
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が
、
正

し
く
は
３
日
㈫
で
す
。
訂
正
し
、
お
わ
び

し
ま
す
。

地域に見守られ、
心豊かに育つ子どもたち
　神科第一保育園は、昭和39年に長島（住吉）の地に建て
られ、開園しました。
　平成８年の上信越道開通により、園周辺には新しい道路
ができました。地域の環境も大きく変わりましたが、近く
の野山はまだ自然が豊かです。上田菅平インターをはさん
だところにある玄

げん

蕃
ば

山
やま

は、子どもたちにとって、保育園の
園庭続きのような親しみ深い所で、日々の散歩や遊び場と
なっています。少し足を延ばすと砥石米山城などの、名所
旧跡もたくさんあります。
　四季折々の樹木の変わりゆく様子、自然の音、小鳥のさ
えずり、空や雲など豊かな自然は、子どもたちの感覚器官
をみがいてくれます。子どもたちはイメージを広げながら
遊んでいます。散歩のあとは、山で拾ってきたどんぐりや
まつぼっくり、小枝や木の葉が宝物になって友だち同士で
見せ合って話がはずんでいます。

神
科
第
一
保
育
園

たのしい玄蕃山「虫さん、見っけ！」

金剛寺の方々のヤーコン植えのお手伝い

　また、ボランティアで元保育士のあーちゃん、ひでちゃ
んとのお手玉やまりつきなどの伝承あそび交流、地元高齢
者の会「ひまわり会」や介護老人保健施設「ほのぼの」との交
流、農園活動やりんご狩り体験を行っています。共に活動
する中で、やさしさをたくさんもらっています。散歩で行
き会う方々も、気持ち良く声をかけてくれます。地域に見
守られ、心の栄養になっています。
　この交流と自然の中での遊びの姿を大切にとらえ、心身
ともに健康に成長していくことをこれからも願っていま
す。

　ご寄付いただいた皆様、ありがとうござ
いました。厚くお礼申し上げます（12月分）。
◇市村福江様　現金５万円／社会福祉基金
として
◇信州上田・青木世界遺産登録をめざす市
民の会様　現金21万2,285円／ふるさと寄
附金として
◇社会福祉法人大樹会様　軽量鉄骨プレハ
ブ物置1棟／丸子第１分団消防庫として
◇北信ヤクルト販売㈱様　現金７万円／社
会福祉基金として
◇長野県連合青果㈱様　みかん30箱／市内
社会福祉施設へ
◇上原隆雄様　現金２万円／ふるさと寄附
金として
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スケッチ
四つ葉

地域を愛する有志が集う

真田地域少年柔道剣道大会

寒さを
吹き飛ばせ!

武石の自然が
奏でる酒「奏龍」

か
な
自
然
と
豊
富
な
水
に
恵
ま
れ

た
武
石
は
、
か
つ
て
酒
米
の
産
地

だ
っ
た　

。

　

家
業
の
農
業
を
継
ぎ
、
生
ま
れ
育
っ

た
武
石
で
明
る
く
元
気
に
頑
張
っ
て
い

る
若
者
た
ち
が
中
心
と
な
っ
て
育
て
た

酒
米
と
、
唐
沢
地
区
の
湧
き
水「
福
寿

の
水
」を
使
っ
た
純
米
酒「
奏な

き

龍り
ゅ
う

」が
こ

の
た
び
で
き
上
が
り
ま
し
た
。
酒
造
り

に
取
り
組
ん
だ「（
仮
）ち
ょ
い
辛
武
石

酒
の
会
」会
長
の
柿か
き

嶌し
ま

洋
一
さ
ん
、
副

会
長
の
宮
島
友
和
さ
ん
は
、「
初
め
て

の
酒
米
作
り
に
心
配
も
あ
り
ま
し
た

が
、
こ
う
し
て
で
き
る
と
本
当
に
う
れ

し
い
。
私
た
ち
の
思
い
を
ぜ
ひ
味
わ
っ

て
い
た
だ
き
た
い
。
協
力
、
賛
同
し
て

く
れ
た
仲
間
と
信
州
銘
譲
さ
ん
に
感
謝

し
て
い
ま
す
。
こ
の
取
り
組
み
が
永
く

続
き
、
発
展
で
き
る
よ
う
に
研
究
し
て

い
き
た
い
」と
笑
顔
で
話
し
て
く
れ
ま

し
た
。
会
員
は
、
現
在
40
人
程
。
地
域

内
外
の
様
々
な
人
が
名
を
連
ね
ま
す
。

　
「
奏
龍
」は
、
多
く
の
人
た
ち
の
熱
意

と
協
力
、
地
域
愛
が
込
め
ら
れ
て
い
て

一
味
花
を
添
え
て
い
ま
す
。
２
月
中
旬

に
は
、
武
石
地
域
内
の
酒
屋
さ
ん
で
限

定
販
売
さ
れ
る
そ
う
で
す
。

は
厳
し
く
冷
え
込
み
、
剣
道
の
試
合
会

場
で
は
、
裸
足
の
選
手
た
ち
が
足
を
こ

す
り
合
わ
せ
な
が
ら
出
番
を
待
ち
ま
し

た
。
小
学
生
の
ま
め
剣
士
た
ち
は「
足

つ
め
た
い
〜
！
」と
言
い
な
が
ら
も
、

試
合
に
な
る
と
寒
さ
を
吹
き
飛
ば
す
よ

う
に
果
敢
に
打
ち
込
み
ま
す
。
中
学
生

た
ち
は
今
年
の
大
会
に
向
け
て
の
第
一

歩
。
引
き
締
ま
っ
た
顔
つ
き
で
試
合
に

臨
ん
で
い
ま
し
た
。

　

柔
道
会
場
で
は
未
就

学
児
の
選
手
も
参
加
し
、

保
護
者
が
見
守
る
中
、
少

し
緊
張
し
た
様
子
で
組

み
合
っ
て
い
ま
し
た
。
小

中
学
生
と
も
な
る
と
大

人
顔
負
け
の
投
げ
技
や

固
め
技
を
決
め
、
会
場
か

ら
盛
ん
に
声
援
を
受
け

て
い
ま
し
た
。

寒
の
１
月
11
日
、
真
田
体
育
館
で

「
真
田
地
域
少
年
柔
道
剣
道
大
会
」

が
開
か
れ
、
少
年
ス
ポ
ー
ツ
教
室
と
真

田
中
学
校
の
柔
道
部
、
剣
道
部
か
ら
合

わ
せ
て
48
人
の
選
手
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

比
較
的
穏
や
か
な
日
が
続
い
て
い
た

今
年
の
年
明
け
で
し
た
が
、
こ
の
日

豊

厳

��



信濃国分寺八日堂縁日

男性クッキング教室入門編開催

厄除け開運
を願って

年
１
月
７
日
か
ら
８
日
に
か
け
て

行
わ
れ
る「
信
濃
国
分
寺
の
八
日

堂
縁
日
」は
、
古
く
か
ら「
八
日
堂
」の

名
で
親
し
ま
れ
て
い
ま
す
。
東
信
地
方

最
大
の
縁
日
で
、
地
元
は
も
と
よ
り
、

県
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
訪
れ
、

日
が
暮
れ
る
こ
ろ
に
本
堂
へ
続
く
参
道

は
多
く
の
参
拝
客
で
身
動
き
が
取
れ
な

はじめての
料理に挑戦

理
を
作
る
楽
し
さ
を
知
り
、
日
ご

ろ
の
食
生
活
を
見
直
し
て
み
よ
う

と
、
料
理
初
心
者
を
対
象
に
し
た
男
性

の
ク
ッ
キ
ン
グ

教
室
が
、
丸
子

保
健
セ
ン
タ
ー

で
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
全
３
回

の
日
程
で
行
わ

れ
た
最
終
日
の

12
月
18
日
、
参

加
者
の
６
人
は

今
回
の
教
室

の
仕
上
げ
と
し

て
、
副
菜
や
汁

物
な
ど
１
食
分

４
品
を
作
り
ま

し
た
。

　

ま
ず
各
個
人

の
運
動
量
や
生
活
ス
タ
イ
ル
に
よ
っ
て

異
な
る
１
日
の
栄
養
摂
取
量
を
学
ん

だ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
ご
飯
の
量
を
計
算

し
て
み
た
り
と
電
卓
を
片
手
に
普
段
の

食
事
の
量
を
見
直
し
ま
し
た
。「
余
分

な
量
は
体
内
に
脂
肪
と
し
て
蓄
積
さ
れ

る
」と
栄
養
士
か
ら
聞
き
、
参
加
者
は

顔
を
見
合
わ
せ
ニ
ヤ
リ
と
苦
笑
。
食
事

の
バ
ラ
ン
ス
に
つ
い
て
関
心
が
高
い
様

子
で
し
た
。

　

調
理
実
習
で
は「
火
加
減
を
見
な
が

ら
ほ
か
の
こ
と
も
や
る
の
は
大
変
」と

言
い
な
が
ら
、
慎
重
に
食
材
を
切
っ
た

り
調
味
料
を
量
っ
て
い
ま
し
た
。
盛
り

付
け
た
料
理
は
教
室
の
成
果
も
あ
り
完

成
度
が
高
く
、「
最
高
に
お
い
し
い
」と
、

自
分
た
ち
で
作
っ
た
料
理
を
感
慨
深
く

食
し
て
い
ま
し
た
。「
家
で
も
奥
さ
ん

へ
手
料
理
を
作
っ
て
あ
げ
て
」と
最
後

に
先
生
か
ら
励
ま
し
の
言
葉
が
あ
り
ま

し
た
。

い
ほ
ど
に
ぎ
わ
い
ま
し
た
。

　

厄
除よ

け
開
運
の
お
守
り
と
し
て
全
国

的
に
知
ら
れ
る「
蘇
民
将
来
符
」を
求
め

て
訪
れ
る
参
拝
客
も
多
く
、
今
年
も
大

勢
の
人
が
こ
の
お
守
り
を
買
い
求
め
ま

し
た
。
こ
の
蘇
民
将
来
符
の
頒
布
習
俗

は
５
０
０
年
以
上
の
歴
史
を
持
ち
、
国

の
選
択
無
形
民
俗
文
化
財
に
認
定
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
境
内
に
は
多
く
の
だ
る
ま
市

が
た
ち
並
び
、
福
だ
る
ま
で
商
売
繁
盛

を
祈
念
す
る
人
や
、
名
入

れ
の
だ
る
ま
を
受
け
取
る

人
、
何
軒
も
の
だ
る
ま
屋

を
見
て
回
り
、
値
段
の
交

渉
を
し
な
が
ら
気
に
入
っ

た
だ
る
ま
を
買
い
求
め
る

人
で
あ
ふ
れ
ま
し
た
。

　

大
勢
の
人
が
、
新
年
の

一
大
恒
例
行
事
に
訪
れ
、

今
年
１
年
に
様
々
な
思
い

を
込
め
ま
し
た
。

毎

料

��
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人の動き （平成21年１月１日現在）

１月15日に、県庁で行われたふるさとの森林づくり賞の表彰式。「豊
殿しょいこの会」は、平成７年の設立以来、「人と自然」をテーマに豊
殿小学校の児童・保護者を対象とした森林整備（炭焼き体験教室など）
を通じ、荒廃した里山の整備を行ってきた功績が認められこの度の
受賞となりました。
会長・中村俊男さんは、「地域の方々、上野が丘公民館、豊殿小学校
の協力を得て活動してきましたが、これからも多くの人々の力を借
りながら、継続していくことが大切だと思っています」。
今年も２月28日に同校の４年生を対象とした炭焼き体験教室を予定
しているそうです。

ふるさとの森林づくり賞
森林環境教育推進の部で県知事賞を受賞
提供／豊殿しょいこの会

し
き
お
り
お
り

「
四
喜
折
々
」は
、
市
内
の
四
季
折
々
の
様
子
や
４
地
域
か
ら
な
る

上
田
市
の
喜
ば
し
い
出
来
事
を
、
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
投
稿
や

情
報
提
供
に
よ
り
紹
介
す
る
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
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